
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
受
領

答

弁

第

二

一

四

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
一
四
号

令
和
元
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二
発
電
所
の
原
子
炉
圧
力
容
器
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
宮
川
伸
君
提
出
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
東
海
第
二
発
電
所
の
原
子
炉
圧
力
容
器
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
東
海
第
二
発
電
所
特
別
点
検
（
原
子
炉
圧
力
容
器
）
補
足
説
明
資
料
（
平
成
三
十
年
七
月
十
七
日
）
の
別
紙

一
」
（
以
下
「
資
料
」
と
い
う
。
）
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
二

年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
四
十
三
条
の
三
の
三
十
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
く
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
の
延
長
に
係

る
認
可
の
申
請
の
た
め
、
日
本
原
子
力
発
電
株
式
会
社
（
以
下
「
日
本
原
電
」
と
い
う
。
）
か
ら
原
子
力
規
制
委
員
会
に
対

し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
「
マ
ス
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
」
部
分
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
に
つ
い

て
は
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
）
第
五
条
第
二
号
イ
に
掲
げ

る
「
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
等
又
は
当
該
個
人
の
権
利
、
競
争
上
の
地
位
そ
の
他
正
当
な
利
益
を
害
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
も
の
」
に
該
当
す
る
と
判
断
し
、
開
示
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
非
開
示
」
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
で
あ
る
資
料
を
保
有
す
る
原
子
力
規
制
委
員
会
が
対
応
し
た
も
の
と
承

一



知
し
て
お
り
、
経
済
産
業
大
臣
と
し
て
は
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
要
記
録
エ
コ
ー
の
欠
陥
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
資
料
に
示
さ
れ
て
い
る

要
記
録
エ
コ
ー
一
覧
に
お
い
て
は
異
常
な
結
果
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
原
子
力
規
制
委
員
会
と
し
て
は
、
御
指
摘
の

「
進
展
性
の
欠
陥
」
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
資
料
は
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
期
間
の
延
長
に
係
る
認
可
の
申
請
の
た
め
、
日
本
原

電
が
特
別
点
検
に
お
い
て
検
出
し
た
要
記
録
エ
コ
ー
の
一
覧
表
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「N

o.��

のN�
B

#�

」
に
関
し
て
も
、

当
該
特
別
点
検
に
お
い
て
要
記
録
エ
コ
ー
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
「
必
要
な
精
度
で
測
定

で
き
て
い
な
い
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

二


